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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

環境経営理念を推進するに当たり、環境面を常に意識し、環境経営の継続的改善を

  図る為、以下の環境方針を定める。

１ ． 安心・安全な食品の提供と環境に配慮した商品製造の推進を行う。

製品にはバイオマスや紙の容器を用いることで、脱プラスチックを推進する。

２ ． 環境負荷低減と汚染の予防を促進するため、以下の項目に取り組む。
①電気・燃料ガス等の削減による二酸化炭素排出量の削減
②水使用量の削減と水質基準値を超過する汚濁物質等が外部に流出しないよう予防措置
③廃棄物発生抑制と再生利用の推進
④洗浄剤や検査試薬類等の化学物質の適正管理

⑤事務部門におけるペーパーレス化の推進

３ ． 年度及び中長期目標を設定し、全従業員で環境活動を推進する。

４ ． 環境関連法規等に対して遵守状況の確認及び見直しを図る。

５ ． 地域や関係団体の環境活動（工場周辺清掃等）に積極的に参加する。

全従業員の環境意識を高め、環境活動に取り組むとともに、地域・社会との

　　 　 協調をはかり、積極的な情報共有とコミュニケーションを行う。

制定日　： 2021年11月1日

環境経営方針

武藤　与志巳

フジフーズ株式会社

　フジフーズ株式会社は、食品製造の事業活動を通じて、安全・安心に努めるとともに、地球環境と
の調和を目指し、エコアクション２１に基づく経営環境システムを構築して、継続的改善を推進しま
す。
　低炭素社会や循環型社会、環境美化・保全・汚染の予防など持続可能な経済社会に貢献する為
に、従業員全員参加で環境問題に取り組み、地域社会・取引先との相互関係に基いた環境作りを自
主的・積極的に寄与する活動に取り組みます。

代表取締役　社長執行役員
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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名
フジフーズ株式会社
代表取締役　社長執行役員　武藤　与志巳

（２） 所在地
本　社 千葉県千葉市美浜区中瀬2-6-1　WBGマリブウエスト20F
千葉工場 千葉県習志野市東習志野6-22-1
船橋第3工場 千葉県船橋市高瀬町24-38
横浜工場 神奈川県横浜市港北区箕輪町2-6-7
秋田工場 秋田県秋田市新屋鳥木町1-36
船橋第2工場 千葉県船橋市高瀬町4-2
神奈川工場 神奈川県大和市上和田2676-1
袖ヶ浦工場 千葉県袖ケ浦市大鳥居字宮ノ下622-1
名古屋工場 愛知県一宮市瀬部字川原山1-1
仙台工場 宮城県名取市本郷字焼野17-1
水戸工場 茨城県笠間市押辺2741-8
福島工場 福島県須賀川市横山町45
ﾍﾞｰｶﾘｰ仙台工場 宮城県名取市愛島台1-4-2
岩手工場 岩手県北上市相去町大松沢1-107

（３） 環境管理責任者氏名及び事務局連絡先

責任者(委員長） 取締役 伊原　秀洋 TEL：03-6262-5170

事務局 生産技術部長　　 夏目　康広 TEL：03-6262-5168

（４） 事業内容
コンビニエンスストア向け　弁当・惣菜・調理パン・デザート等の製造及び関連商品の開発

（５） 事業の規模

　
従業員　　　　　 　 名
延べ床面積　　　 ㎡

従業員　　　　　 　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： フジフーズ株式会社

対象事業所： 本社(幕張) 袖ヶ浦
千葉 名古屋
船橋第3 仙台
横浜 水戸
秋田 福島
船橋第2 ベーカリー仙台
神奈川 岩手

本社及び全工場(上記13工場)　全組織・全活動が対象

活動： コンビニエンスストア向け　弁当・惣菜・調理パン・デザート等の製造及び関連商品の開発

□事業・製品（商品）の紹介

2,235

9,211

秋田

4,038

横浜

袖ヶ浦

11,393
7,119

事業名　

事業名　

261

524645

5,895

534
名古屋

千葉

362

11,200

船橋第2

481452
水戸

6,767 3,565
513

船橋第3 神奈川

307

1,133 221

5,197

2021年度売上高 117,049百万円

福島 合計

376580
本　社

岩手仙台

1,878

11,783

38,350 2,931

11,687

ベーカリー仙台

126,130
730

■事業所の増減について
・東京オフィス︓2021年12月新設
・船橋第2⼯場︓2021年12月廃止
・船橋⼯場︓2021年12月新規稼働
・茨城⼯場︓2022年2月新規稼働

■エコアクション活動の拡大
東京本社、船橋⼯場、茨城⼯場
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□工場紹介
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

 

 　 　 　

　 　 　 　 　 　

 

・環境経営に関する最高責任者
・環境委員長、委員の任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポート、関連文書・規定の承認
・経営における課題とチャンスを明確にする
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境経営レポート、関連文書・規定の確認
・環境経営目標・環境経営計画書、関連法規等の取りまとめ表を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境委員長の補佐
・環境方針の査定、課題抽出
・工場での活動サポート・展開
・環境経営に関する審議
・環境経営活動の構築、実施、管理、見直し
・環境委員長・委員の補佐
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施　
・環境関連法規等取りまとめ表の作成・管理、評価の実施
・環境経営活動の構築、実施、管理、見直し
・環境活動の実績集計、確認、評価
・環境レポート等々その他、関連情報関係共有基点としての窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）
・自部門における環境経営方針の周知
・自部門に関連する環境活動計画の実施・管理、及び達成状況の報告　
・自部門に必要な各手順書作成（想定可能事故・緊急事態への対応も含む）
・自部門での各試行・訓練等々の実施、各記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・事務局の補佐
・工場での活動サポート

・環境に関する内部監査の計画
・環境に関する内部監査の実施・報告
・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

　各部門

工場

品質保証部 生産技術部

社長

取締役　品質保証部長

生産本部長

第1生産部長

生産技術部課長

生産技術部部長

部門長
工場長

生産技術部部員

推進チーム

商品本部長

総務企画課課長

推進チーム

内部監査員

全従業員

事務局

第2生産部長

役割・責任・権限

代　表　者

　

委員

委員長

代表者（社長）

生産技術部部員

工場長
(工場管理責任者)

商品本部

内部監査員

事　務　局

監査役

生産本部

委　　　員

委　員　長

第3生産部長
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□主な環境負荷の実績

□環境経営目標及びその実績
数値目標：◎98%以下　　○99%　　△100%　　×101%以上
活動評価：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

千葉,船橋第三,横浜,船橋,神奈川,袖ヶ浦,水戸 0.000443　t-CO2/kWh

秋田,仙台,福島,ベーカリー仙台 0.000457　t-CO2/kWh

茨城,名古屋 0.000379　t-CO2/kWh

岩手 0.000460　t-CO2/kWh

環境に配慮した
製品・サービスへの取組

行動目標（次項による）化学物質の適正管理

再生利用率 95% 100% 95% 95%

食品廃棄物排出量削減

一般廃棄物の削減

廃プラの削減

水の削減
㎥/百万食

998 966918870
0.0

2月

0.0

99%
5.0

100.0 100.0

998 894

基準年度比

119.8
99%

100.0

1.8

909

93%

97%

1.8

■電力CO2排出係数

行動目標（次項による）

100.0

再生利用量
廃棄処分量
再生利用等実施率

8月 9月

100.0

4015

ｔ-CO2/百万食

16.5

97%

ｔ

97%

1,321

102%

ｔ-CO2

894

77,050

100.0

998 909 869 931 909 870 1,255

2020年度（百万食）
2021年度（百万食）

869

2021年度 5月 6月 7月

909

◎

◎

◎

×

0.0

99%
2.0

1,255

16.6

941

98%

生産数(百万食)

2021年度

食品廃棄物の発生抑制・
再生利用率の向上

3月

98%

9.0

4466

基準年度比

0.0 0.0

9.0

0.0 0.0 0.0 0.0
931

0.0

11月

0.0

966

27.9

上記二酸化炭素排出量
合計

10月
110%基準年度比

　　　　　　　　  　              年　度
　　項　目

98%

基準年度比

水使用量

目標

65.1 64.5

二酸化炭素総排出量

二酸化炭素削減

97%

2,967,468

4.5

基準年度比

t-CO2/百万食 8.3

2020年度
79,433

基準年度比

二酸化炭素削減
都市ガスによる

97%
t-CO2/百万食

97%

0.0

662.3
664.4

97%

t-CO2/百万食

ｔ/百万食

81,211

4.4
基準年度比 99% 105%

外部購入蒸気による
97%

t-CO2/百万食

1.9

発生量 941
12月

15.1
98%

ｔ/百万食

目標

ｔ

100.0 100.0

101%

14.9ｔ/百万食
92%99%

998
4月

8.9

918

×
4056

100.0 100.0100.0 100.0

食品廃棄物排出量(ｔ)
及び食品リサイクル率

2.0

99% 98%

97%

15.2

4421.6 4,377.4

8.9 9.1

1月

基準年度比 99%

21,713

LPGによる

二酸化炭素削減

99%

2022年度

基準年

27.6

65.2

2021年度

2,686,206

98%
8.2

t-CO2/百万食

81,211

1,236

65.8

㎥

99%
A重油による

項　目

3.1

22,894

×

29.8

2020年度

10.1
97%

8.6

目標

109%

評
価

98%
10.0

99%

8.1

99% 101% 98%

10.2

実績

9.9

2023年度

64.5

122.2 121.0

◎

×
98%

基準年度比二酸化炭素削減

3.0

30.130.4

10.1
99%

基準年度比

二酸化炭素削減

灯油による

t-CO2/百万食

8.5

98%
3.0 3.2

4.9

119.9

×

○

◎

×
3.1

基準年度比

78,638 80,399

二酸化炭素削減

90%

97%

　産業廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量

118.7

98%
79,433

96%

4.4

電力による

単位
t-CO2

■集計について
今回より岩手⼯場を集計に含めています。
その結果、2020年度に提出したレポートより数値が増加しています。

【出典】
電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定⽤）
－R１年度実績－ R3.1.7環境省・経済産業省公表、R3.7.19⼀部追加・更新
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：◎98%以下　　○99%　　△100%　　×101%以上
活動評価：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

・不要照明の消灯、機器電源OFF
・仕事の効率化による定時退社の促進
・生産工程の待機時間短縮

（ｔ-CO2/百万食）

2020年度

2021年度

（ｔ-CO2/百万食）

2020年度

2021年度

（ｔ-CO2/百万食）

2020年度

2021年度

2月
26.8

10.4 9.7

57.8

◎

×

横浜工場 ◎

岩手工場

64.3

11月

72.2

6月

福島工場

×

千葉工場

数値目標

◎
◎

取り組み項目

55.9

船橋第3工場

横浜工場

岩手工場

×

活動期間(4月～3月)

対象工場

6月
25.5

5月

5月

・空調温度の適正化

対象工場 評価

◎

秋田工場 ×

袖ヶ浦工場 ×
仙台工場 ×

船橋第2工場 ◎
ベーカリー
仙台工場

7月

35.6

10.4

1月10月

達成状況

秋田工場 ×

12月

×

評価

9月

57.8

◎

数値目標

×

67.5
70.7

取組結果とその評価、次年度の取組計画

×

25.2

千葉工場

12月

船橋第2工場 ◎

3月

対象工場

30.7

取組結果とその評価、次年度の取組計画

25.8

神奈川工場

○

81.0

活動期間(4月～3月)
対象工場

ベーカリー
仙台工場

9月

◎
×

達成状況

◎

・機器の空燃比適正化、整備実施

11月

船橋第3工場

5月

35.0

×
水戸工場

10.710.3

・ガス使用設備、暖機運転・終了時の停止徹底

4月

達成状況

26.1

12月

10.1

○

27.427.7 36.7
28.1

対象工場

取組計画：LPGによる二酸化炭素削減

9月

◎

評価

・製造設備の待機時間短縮

×

×

8月

27.4
27.2

27.2
27.9

・製造設備の待機時間短縮

64.9

取り組み項目

7月
74.761.3

57.9

4月
77.1 61.3

27.0

・蒸気・冷温水配管の保温強化

31.2

取組計画：都市ガスによる二酸化炭素削減

福島工場

71.4

11.4

評価

10.1

・機器の空燃比適正化、整備実施

9.3
11.0

名古屋工場

評価

10月

4月
9.7

26.2
27.5

7月
9.3

11.2

6月
10.5

10.1 9.2

◎

75.1

取り組み項目

数値目標

数値目標未達。
加熱調理機器の暖機運転短縮や、蒸気配管からの漏れ修理・保温を
行った。
ワークが流れていない間は機器を一時停止する機能を一部工場で試験
的に導入している為、横展開を目指す。
高効率ボイラーへの更新や排熱回収の導入を検討している。

11.2

37.4

活動期間(4月～3月)

28.5

3月
9.110.4 9.6

9.8

29.7

3月

11月

8月 10月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2月
56.8
61.3

数値目標未達。
昨年度に引き続き設定温度の適正化や非生産時の電源OFFなどに取り
組んだ。新たに給排気ファンの調整なども行ったが、コロナ対策により、
間接部門・食堂等の換気回数を増加したことが原単位増加の要因と考察
している。
太陽光発電の導入により、自家消費によるCO2排出削減を計画してい
る。

○
◎

59.1
62.479.5

神奈川工場

◎

△

36.0

59.4

〇

×

○
○

1月

○

○

袖ヶ浦工場

名古屋工場
仙台工場
水戸工場

8月
55.6

◎

1月

59.8

2月
11.510.8

9.8

取組計画：電力による二酸化炭素削減

数値目標達成。
加熱調理機器の暖機運転短縮や、蒸気配管からの漏れ修理・保温を
行った。
ワークが流れていない間は機器を一時停止する機能を一部工場で試験
的に導入している為、横展開を目指す。
高効率ボイラーへの更新や排熱回収の導入を検討している。

0.0

50.0

100.0

電力原単位推移

（ｔ-CO2/百万食） 2020年度 2021年度

0.0

5.0

10.0

15.0

LPG原単位推移

(ｔ-CO2/百万食）
2020年度 2021年度

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

都市ガス原単位推移

（ｔ-CO2/百万食） 2020年度 2021年度
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※秋田工場は2020年5月に燃料転換（A重油→LPG）

（ｔ-CO2/百万食）

2020年度

2021年度

（ｔ-CO2/百万食）

2020年度

2021年度

（ｔ-CO2/百万食）

2020年度

2021年度

対象工場 評価
水戸工場

※船橋第2工場は2021年12月に閉鎖。

○
◎

・機器の空燃比適正化、整備実施
・蒸気・冷温水配管の保温強化
・温水温度の適正化(夏季・冬季)

活動期間(4月～3月)

3月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

◎

5月

・スチームトラップの保全

5月

×

7.2

1月

・温水温度の適正化

12月
2.53.4

×

10月
7.28.5

数値目標達成。
しかしこれは秋田工場で重油の使用を止めた影響が大きい。
引き続き蒸気ボイラーの台数制御運転の実施や、適正な水処理管理徹
底を行う。
今後は、スチームトラップの保全、蒸気圧力の適正化及び、
ボイラーの燃料転換を行い、脱炭素化を図っていきたい。

・ボイラー台数制御による適正な運転

数値目標

◎

取り組み項目 達成状況

◎
◎

12月 1月 2月7月

仙台工場

○

×

〇

3.0
3.0

7.9
9月

福島工場

10.69.28.8

4.4

7.4

×

8.5

活動期間(4月～3月)

2.6

4.6

対象工場 評価
秋田工場

3.5

○

7.6

×
船橋第3工場

活動期間(4月～3月)

3月
5.3
3.5

5.6
3.75.1

3.8

2月
3.2

数値目標

9.8
6月

取組計画：灯油による二酸化炭素削減

4月

8.4

8月

2月

3.3 3.9

・蒸気の適正使用料把握
・保温材劣化部、ドレントラップの整備

4月 11月

5.3 5.0

・蒸気・冷温水配管の保温強化

達成状況

6.1
10月

3.0

11.3
9.76.7 7.7

5.4
5.3

4.3

7月

3.2

取り組み項目

4月 5月 11月8月

達成状況

◎

8.4

4.0

船橋第2工場

12月

2.8

○
◎

6.9

3月10月8月6月

8.4

取り組み項目

取組計画：外部購入蒸気による二酸化炭素削減

3.0

9月

2.7

7月

4.8 4.5

3.0

7.3

2.6

○

×

11月

対象工場 評価

取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇

2.2 3.3

9.5

数値目標達成。
これは船橋第2工場の稼働が2021年12月に停止したことが影響してい
る。
蒸気圧力の調整、蒸気配管の継ぎ手等からの漏れ修理を行った。
今後は、加熱生産機器の予熱時間の適正化を図り、使用量削減を進め
ていく。
蒸気排熱を利用したコンプレッサーの導入を計画している。

10.4

取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標未達。
蒸気ボイラーの台数制御運転の実施や、適正な水処理管理徹底を行っ
た。
灯油は全てボイラーの燃料となる為、蒸気漏れや保温不足、生産設備の
過剰利用を発見し無駄使いを減らすよう取り組む。

2.7 4.1

5.6

6.3

3.0 3.5

数値目標
・機器の空燃比適正化、整備実施

4.7

6月

3.6
2.8

10.4

9月

4.1

・無駄な蒸気の停止

4.2 4.6 5.8

取組計画：A重油による二酸化炭素削減

1月
4.5

0.0

5.0

10.0

15.0

A重油原単位推移

（ｔ-CO2/百万食）
2020年度 2021年度

0.0

2.0

4.0

6.0

灯油原単位推移

（ｔ-CO2/百万食）
2020年度 2021年度

0.0

5.0

10.0

蒸気原単位推移

（ｔ-CO2/百万食）
2020年度 2021年度
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（ｔ/百万食）

2020年度

2021年度

（ｔ/百万食）

2020年度

2021年度

（ｔ/百万食）

2020年度

2021年度

・原材料発注量の精度アップ

14.2

1.8
1.8

岩手工場

対象工場

1.6

◎

7月4月
2.4

・コピー用紙の削減

17.4

取り組み項目

取り組み項目

1.8

4月

・加工ロスの削減

1.8

× 水戸工場

千葉工場

○

1.7

15.3

1.9

活動期間(4月～3月)

1月

○

1.3 2.0
1.8

3月

2.5

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

取組計画：一般廃棄物の削減

△

評価 対象工場

・シュレッダー廃紙のリサイクル化

◎

仙台工場

数値目標
・分別の徹底

19.1

◎

12月

14.3

評価

1.4

水戸工場

船橋第2工場

◎

横浜工場 ◎ 水戸工場 ○

袖ヶ浦工場

1.9

秋田工場

対象工場

袖ヶ浦工場 ×

福島工場

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2.0

達成状況

船橋第2工場

×

× 仙台工場

2.5

◎

10月

2.5

・在庫管理の強化による不良在庫削減

5月

8月
2.6

5月
2.2

横浜工場
×

2.2

神奈川工場 ◎

1.8

評価

・分別の徹底

6月

◎

評価

ベーカリー
仙台工場

×

9月

名古屋工場

◎

◎

×

千葉工場 × 名古屋工場

1月

○

○

○

1.9

11月 12月

福島工場

岩手工場 ×

6月

・帳票見直しによる印刷物の削減

8.8

取組計画：廃プラの削減

数値目標

14.0
16.0 14.9

○

◎

◎ 名古屋工場

×

14.9 18.4

活動期間(4月～3月)

8.8 8.6

14.2

8.3
11月

8.8
6月

9.4

評価

3月

岩手工場 ×

対象工場
千葉工場

8.7

評価

9.5

・分別の徹底

秋田工場

17.4

取組計画：食品廃棄物の発生抑制・再生利用率の向上

10.0
10月9月

対象工場

21.5
10月

14.5

4月 5月

9.28.9

船橋第2工場

17.1

10.5

ベーカリー
仙台工場

◎

秋田工場 ×

1.3

◎

取り組み項目

8.9

15.6

×
○

10.3

○

8月

16.6

取組結果とその評価、次年度の取組計画

16.3

達成状況

神奈川工場

12月

数値目標

7月

神奈川工場

・包装不良の削減
△

数値目標未達。
包装不良削減の取り組みは製造部門と工務が連携し、機器調整や修理
を行なった結果、包装不良による廃プラの発生量は減少傾向となった。し
かし、製品ゴミの分別については廃プラゴミに残渣等の混入が多く見られ
たことにより目標を達成出来なかった。
今後は製品ゴミの分別強化に取り組んでいく。

9.4 8.0
9.1

△

9.4

袖ヶ浦工場 ×

1月
9.2 8.2

2月

活動期間(4月～3月)

船橋第3工場 ×

16.7

×
船橋第3工場

福島工場

8.2

2月
9.0 9.3

○
船橋第3工場 ◎ 仙台工場

3月

数値目標達成。
コピー時の裏紙使用や両面印刷の推奨。会議資料のペーパーレス化に
取り組んだ。
仙台工場にて産業廃棄物を一般廃棄物として排出している問題を発見し
た。2022年度6月に是正を行った。

1.9

◎ ベーカリー
仙台工場

×

15.1

9.5

×

×

◎
横浜工場

13.7

11月
15.6

8月

対象工場

数値目標達成。
原材料管理システムやラベル台帳検査機などの最新設備導入により原
材料発注精度の向上、在庫ラベル管理の徹底が寄与し食品廃棄物発生
を抑制した。

◎

○

2月

×

15.2
9月

○

7月

16.0

・包材発注量の精度アップ

0.0

1.0

2.0

3.0

一般廃棄物原単位推移

（ｔ/百万食）
2020年度 2021年度

0.0

5.0

10.0

15.0

廃プラ原単位推移

（t/百万食）
2020年度 2021年度

0.0

10.0

20.0

30.0

食品廃棄物原単位推移

（ｔ/百万食）
2020年度 2021年度
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（㎥/百万食）

2020年度

2021年度

秋田工場 ×
船橋第2工場 ◎ ベーカリー

仙台工場
△

千葉工場、船橋第3工場、横浜工場、秋田工場、
船橋第2工場、神奈川工場、袖ヶ浦工場、名古屋工場、
仙台工場、水戸工場、福島工場、ベーカリー仙台工場、岩手工場

■対象工場

■対象工場
千葉工場、船橋第3工場、横浜工場、秋田工場、
船橋第2工場、神奈川工場、袖ヶ浦工場、名古屋工場、
仙台工場、水戸工場、福島工場、ベーカリー仙台工場、岩手工場

4,889

3月

引き続き良品製造を徹底し、製造工程での不良品発生の削減を行い、
お客様からのご指摘の削減、返品商品の削減を強化していく。

千葉工場

4,641

2月

◎

9月

○

達成状況

○

・代替洗剤/薬品の検討
・適正在庫と適正発注の徹底

・加工＆包装での不良率低減

○

4,340

○

7月 10月

横浜工場

4,286

取組計画：環境に配慮した製品・サービスへの取組

4,3374,250 4,784

11月

4,455

使用洗剤についてSDS確認を行い、現場では保護具を配置して運用をお
こなった。適正在庫の把握を引き続き行っていくと伴に、使用方法等従業
員への教育を継続的に実施していく。

・従業員教育の実施

袖ヶ浦工場

○

4,052

○

達成状況

4,299

○

岩手工場

取り組み項目
数値目標

取り組み項目

取組計画：化学物質の適正管理

福島工場 ○
× 水戸工場 △

1月
3,902

× 名古屋工場

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

◎

○

×
○

取組結果とその評価、次年度の取組計画

評価

船橋第3工場

取組結果とその評価、次年度の取組計画

12月
4,158
4,049

◎ 仙台工場 ×

・洗浄時の流しっぱなしをしない

3,766 3,973

取り組み項目

3,970

○

8月

4,9834,399
3,794

4,376

数値目標未達。
千葉工場で豆腐の製造が開始し水使用量が大幅に増加した。
引き続き節水ポスターの掲示による意識付け、巡回、給水バルブの調整
を行っていく。

対象工場 評価

○

4,146

・有害性物質の表示の徹底

・ご指摘件数の削減
・自家用車のアイドリング時間削減

取組結果とその評価、次年度の取組計画

5月

対象工場

達成状況

活動期間(4月～3月)

3,957

神奈川工場

4月
4,350

・機器の稼働率向上

取組計画：水の削減

×

4,378
6月

0

2,000

4,000

6,000
水道水原単位推移

（㎥/百万食）
2020年度 2021年度
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

・流出規模により油吸着マットだけでなく直接掬い流出を防ぎたい。また、タンク内の油を抜き取る方法も検討する。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

外部からの苦情・要請等は特に発生しませんでした。

2021年12月6日(月) 横浜工場

当日出勤者　社員、パート、アルバイト、派遣従業員

工場内での火災発生を想定し避難と消火訓練を実施。発生想定場所：包装室。

・通報方法、消火栓の取り扱い、避難誘導は問題なく完了。日常的に「万一への備え」の意識を持つよう教育。
・自部門付近の消火器、消火栓の場所を朝礼で周知。包装室内の機器に異常がないかも確認するように指導した。

2021年9月13日(月) 秋田工場

2名

・流出事故対応、通報訓練

--

○ ○

○ ○

○ -

○ ○

秋
田

名
古
屋

-

○

○

○ -

○

○ ○ ○ ○

仙
台

○

福
島

岩
手

○

○ ○

○ ○○ ○

ベ
ー

カ

リ
ー

仙
台

- ○

○ ○

法令の名称
本
社

袖
ヶ
浦

○○ ○

船
橋
第
3

水
戸

○

大気汚染防止法

フロン排出抑制法 ○

○

○

○

○

- ○

○

神
奈
川

○○

○○- ○

○

○ ○

大気

○

○

○

○ ○

- ○ ○ -

○

-

○ ○ ○

-

○

船
橋
第
2

○○

○

○ ○

○

○

千
葉

横
浜

○

○

○ -

- ○ -

○ ○

○

○

○

○ ○ ○ -

○ ○

○ ○ ○

○

○

○:順守、△:対応中、-:該当せず

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○-

○

○ -

水質汚濁防止法

下水道法

○

○

○ ○ ○

○

水質

○

○

廃棄物処理法

食品リサイクル法

騒音

振動

騒音規制法

振動規制法

-

-

○ ○

○

廃棄物・　リ
サイクル

○

○

○

○○

○

消防法(危険物)その他

省エネ法
エネル
ギー

○ ○

浄化槽法

-

○

○

避難後、点呼をとる様子 消火訓練の様子
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□限りある資源を有効に使うための取り組み

電気を有効に使う取り組み

ガス、蒸気等熱エネルギーを有効に使う取り組み

水資源を有効に使う取り組み

LED電灯への切り替え インバーターで

給排気能力を制御

廊下は人感式ライトを設置
生産に支障が出ない範囲で

回転数を低速に

調理設備へ

自動停止機能を追加

センサーによりワークが

流れていない時は自動停止

高効率ボイラーへ更新

使用燃料をA重油からLPGに変更

CO2排出量を大きく削減。

クランプ式流量計の取り付け 散水機へ温度センサ追加

散水機を気温が高い時のみ

動作するように改良

時間当たりの使用量を

記録し分析と対策へ貢献
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし 変更あり

2022年6月30日

エコアクション活動実績を昨年度と比較すると、エネルギー使用原単位は増加、廃棄物量は減少しました。

エネルギー使用原単位の増加は、新規商品の生産が開始されたことが起因していると考えられます。

作業者の経験蓄積や、生産工程が洗練されれば改善に向かうと見込んでいます。

廃棄物量の減少は、生産アイテムの集約が効果を発揮していると考えられます。

次年度も生産の効率化と高効率機器への更新を進めると共に、従業員への教育による意識改革を行っていく。

特に掲示板は活動の軌跡である。順次更新し、成果や課題の可視化に努めること。

資源を有効に使う取り組み その他

PRTR該当物質を使用していない

洗剤へ切り替え

変更前 変更後

エコアクションの活動を

掲示板で意識付け

ペーパーレス化に向け

最新機器を導入

リモートワークの推進
廃棄物処理のマニュフェストを

電子化し紙ベース管理から脱却

WEB会議を活用し、

人の移動に伴うCO2排出量の削減
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